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この特集号は,文部省科学研究費補助金重点領域研究 ｢総合的地域研究の手法確立｣(平成

5- 8年度)の計画研究課題 ｢地域性の形成論理｣に関連する公募研究として,企画 ･遂行さ

れたものの成果である｡ 研究班の名称は ｢植民地都市の社会史｣で,研究代表者 ･加藤剛 (戻

都大学),研究分担者 ･深見純生 (当時,摂南大学,現在,桃山学院大学),泉田英雄 (当時,

筑波大学,現在,豊橋科学技術大学)の構成で,研究活動は平成 5- 6年度の2年度にわたっ

た｡それぞれの研究上の役割分担は,加藤が ｢総括｣と｢インドネシア文学の映す植民地都市｣,

深見が ｢植民地行政機構と都市住民の生活世界｣,泉田が ｢バタビアの建築空間｣であった｡こ

れら3名以外に,東南アジアの都市に多く住む華人の視点を取 り入れるために,ヨ-ネス ･

ウィドド (当時,東京大学大学院,現在,パラヒアンガン･カトリック大学)に研究協力者と

して参加 してもらった｡

当初設定した研究目的ならびに計画は次のとおりである｡この研究は,東南アジアの植民地

都市,なかんずくオランダ領東インドのバクビア (現インドネシアのジャカルタ)を対象とし

て,東南アジアの地域性の形成論理を理解 しようとするものである｡東南アジアにおける地域

性の形成は,東南アジアの内なる世界と外来文明との相互作用のなかで進行した｡内世界と外

文明が交わる磁場を形成したのは都市である｡なかでも,現代東南アジアの地域性を考察の射

程に入れた場合,国民国家形成に先立っ植民地時代の都市の研究がきわめて重要な位置を占め

る｡こうした問題関心に導かれて,本研究では,これまであまり顧みられることのなかった東

南アジアの植民地都市を研究の中心に据え,東南アジアの地域性の形成論理との関係で,次の

3つの研究目的を達成しようとする｡

1)これまで東南アジア研究でどちらかというとあまり試みられなかった社会史のアプロー

チを採用 し,そのための資料の発掘と既存資料の新たな利用法を考える｡

2)植民地都市の事例としてバタビアに焦点を当て,研究組織メンバーの関心に沿って,植

民地都市を精神世界,権力構造,建築空間という3つの位相に分けて多角的に考察する
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とともに,植民地都市の全体的なイメージの構築を目指す｡

3)バタビアという個別事例を手がかりとしながら,植民地都市を磁場として進行し,現代

東南アジアにつながるような地域性の形成論理の具体像を明らかにする｡

研究の特色は,次の4点に集約される｡ 第 1は,研究組織を構成するメンバーがいずれも東

南アジア社会および都市での豊富な調査経験を持っことと,メンバーの構成が,社会学,歴史

学,建築学という学際的な構成を持っことである｡

第 2の特色は,東南アジア研究においてこれまで比較的等閑視されてきた植民地都市を研究

の中心に据え,内世界と外文明の交わる磁場としての都市の考察をとおして,地域性の形成論

理を考えようとするところにある｡ややもすると,東南アジアの地域性は,農村部における｢伝

統的な｣慣習や仕来り,人間関係と同等に考えられがちである｡しかし,本研究は,都市こそ

が地域性の形成の中心部分に位置するものであるとの立場に立っ ｡

第 3に,これまでの東南アジアの都市研究は,そのほとんどが現代都市,それも都市問題の

研究が中心であった｡ その結果が示すところは,東南アジアの地域性ではなく,｢発展途上地

域｣としての地域性であり,固有性である｡ 本研究では,国民国家から形成される現代東南ア

ジアの歴史過程に多大の影響を与えた植民地都市にまで研究の視点を引き戻し,植民地都市を

文学,都市行政機構,建築という異なる位相から照射するとともに,植民地都市をより包括的

に理解しようとするものである｡

第 4に,地域性の形成論理は時間の記録であるとの理解のもと,歴史的なアプローチを強調

する｡ それも伝統的な歴史学の方法論に囚われることなく,現在 ｢社会史｣と総称されるとこ

ろの,人間の生活世界により密着可能な歴史的アプローチを強調する｡したがって,利用され

る資料も,従来の植民地文書に加えて,小説,都市行政法,地図,写真と様々である｡こうし

た社会史的取り組みは,東南アジア研究,それも東南アジアの都市研究においてもっとも遅れ

ている分野であるばかりでなく,社会史的アプローチこそが,課題の ｢地域性の形成論理｣を

考えるうえで,もっとも有効な歴史的アプローチであるとの立場である｡

上のような研究計画のもとで,平成 5-6年度にかけて計8回の研究会を開催した｡研究会

では,上記メンバーによる発表だけでなく,外からも話題提供者やコメンテーターを招き,意

見交換を行うようにした｡

研究の進行につれて,当初の研究計画に関する軌道修正の必要が生じた｡もっとも重要な変

更は,各々の研究関心につらなる資料入手の限界などから,研究をバタビアのみに絞るのは不

可能だとの結論に達 したことである｡ したがって,研究テーマをオランダ領東インドの都市に

広げることにした｡さらに,深見の場合は,植民地行政機構に関する文献 (都市の行政機構,

法令など)と都市住民の生活世界を結びつける作業が容易でないことが判明し,オランダ領東

インドにおける ｢印欧人｣の社会政治的地位をめぐる歴史をまとめることになった｡加藤は,
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ほぼ当初の計画どおりの研究内容であったが,泉田の場合は,アジア全体を視野に入れた研究

に関心を拡大させ,16世紀に始まるアジア在住ヨーロッパ人の居住形態,生活様式の変化を,

文献,図像資料をもとに跡づけることになった｡ヨ-ネスの場合は,彼の祖先の中国からジャ

ワへの到来と,その後の子孫の歴史を,彼の手元にある家系図,家族史をもとに再構築 してい

る｡

本特集収録の4つの論文のうち,｢原住民｣を話題とするのは加藤論文だけであり,他は

｢ヨーロッパ人｣｢印欧人｣｢華人｣を扱っている｡ 内容的にいささかバランスを欠くともいえる

が,現在の都市状況とは異なる植民地都市の状況を考えると,それも｢ヨーロッパ人｣｢印欧人｣

｢華人｣は圧倒的に都市住みであり,政治的 ･人口学的に今よりはるかに ｢目に付く｣都市住人

であったことを考えると,これら3グループへの注目はあながち不自然とはいえないであろ

う ｡

冒頭に掲げた3つの研究目的が,この報告書によって達成されたかどうかは,はなはだ心許

ないところである｡とくに,目的3)の,｢現代東南アジアにつながるような地域性の形成論理

の具体像を明らかにする｣という点については,いまだ道遠 し,と認めざるをえない ｡ これは

今後の課題としたい｡

最後になるが,上記重点領域研究の領域代表 ･坪内良博教授と事務局の方々,また,私たち

の研究会に話題提供者ないしコメンテーターとして参加された方々に,この場を借りてお礼を

申し上げる｡
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SocialHistoryofColonialCitiesintheNetherlandsIndies:

Europeans,Eurasians,Chinese,andBoemtpoetera

Editor'sNote

TsuyoshiKATO*

Thisspecialissueistheoutcomeofaresearchprojectentitled"SocialHistoryofColonial

Cities,"whichconstitutedpartoftheprojectteamfor"AnIntegratedApproachtoGlobal

AreaStudies"fun°edbyaMonbusho'sGrant-in-AidforScientificResearchonPriority

Areas.TheprojectteamwassupportedbyMonbushoforfouryearsfromFY1993toFY

1996.1tincorporatedsixmajorStudytopics,oneofwhichfocusedonthequestionof"the

LoglCOftheFormationofLocalIdentities."Ourresearchprojectaddressedthistopicand

ranfortwoyearsfromFY1993toFY1994.

ThemembersoftheresearchprojectandtheirrespectiveresearchtoplCSWere

TsuyoshiKato(KyotoUniversity),"colonialcitiesasreflectedinIndonesianliterature";

SumioFukami(previouslySetsunanUniversity,currentlySt.AndrewsUniversity),

"colonialcity-administrationandthelifeworldofurbandwellers";andHideoIzumida

(previouslyTsukubaUniversity,currentlyToyohashiUniversityofTechnology),"the

architecturalspaceofBatavia."Inaddition,JohannesWidodo(previouslytheGraduate

School,UniversityofTokyo,currentlyUniversitasKatolikParahyangan)servedasa

specialmemberinordertoprovideaChineseperspectiveoncolonialcities.

TheinitialobjectiveoftheresearchprojectwastounderstandtheloglCOfthe

formationoflocalidentitiesinSoutheastAsiathroughthestudyofcolonialcitiesinthe

region,specificallyBataviaintheNetherlandsIndies.LocalidentitiesinSoutheastAsia

wereformedthroughtheencountersandinteractionsbetweenlocalsocietyandoutside

civilization,andurbancentersprovidedtheprlmaryarenasOfsuchencountersand

interactions.Thestudyofcolonialcitiesisimportantbecausecolonialcitiesshapedtoa

greatextentthecharactersoftoday'snation-statesofSoutheastAsia.

CenterforSoutheastAsianStudies,KyotoUniversity
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TheresearchprojectsetthreeobjectivesinconnectionwiththeloglCOftheforma-

tionoflocalidentitiesinSoutheastAsia.

1)Todiscovernewsourcesofmaterialsandtodevisenewmethodsofutilizing

pre-existingresearchmaterialsinordertowriteasocialhistoryofcolonialcities;

2)TofocusonBataviaandtoreconstructthementality,powerstructure,and

architecturalspaceofitsworld;and

3)Todescribeacomplexprocessofinteractionsbetweenlocalsocietyandoutside

civilizationwithBataviaasanexample,whichisexpectedtocontributetothe

betterunderstandingofcontemporarynation-statesofSoutheastAsia.

Withtheseobjectivesinmind,weheldeightstudymeetingsinJapanbetweenFY

1993and1994.Theywereoftenattendedbynon一membersoftheresearchproject;Some

outsidepeoplewerealsoinvitedtothemeetingsasspeakersorcommentators.

Astheprojectproceeded,itbecameclearthatweneededtomakesomeadjustments

concerningourresearchobjectives.Forone,itturnedouttobedifficulttofocuson

Bataviaassomematerialsrelatedtotheprojectmembers'interestswerenoteasyto

obtaininJapan.Eventually,wedecidedtoexpandourfocustocolonialcitiesinthe

NetherlandsIndies,AlsoFukamihaddifficultyinpursuingtheproposedresearchtopic

duetothepaucityofdatarelatingcolonialcity-administrationtothelifeworldofurban

dwellers.Heeventuallydecidedtoworkonahistoryofthesocio-politicalstatusof

Eurasians. Katocarriedoutresearchmoreorlessaccordingtotheorlglnalplans.

Izumidainthemeantimeexpandedthescopeofhisresearchandinvestigatedthe

settlementpatternsandlife-stylesofEuropeansatvariousplacesinAsiafrom the

sixteenthcentury.JohannesmadeacontributiontothesocialhistoryofChinesefamilies

inJava,narratingthefamilyhistoryofhisowngreat一grandfatherandhisdescendants.

Ofthefourpapersinthespecialissue,onlyKato'sdealswiththeindigenouspeople

orboemipoetera;theothersdiscusstheEuropeans,Eurasians,andChinese.Thus,inview

ofthecurrentpolitico-demographicsituationsofcitiesinSoutheastAsia,itmightbe

claimedthat"forelgn"groupsareover-representedintheoutcomeofourresearchproject.

However,thesethree"forelgn groupsWerepredominantlyurbanduringthecolonial
ll

period.Theywerealsomuchmorevisibleandconsequentialthenthannow.Inthis

sense,Wefeelthatitisnotunreasonabletopayspecialattentiontothesegroups.

Wearenotsureifwehavesuccessfullyaccomplishedthethreeobjectivesofthe

researchprojectformulatedattheoutset.Inparticular,westillhavealongwaytogoin
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termsofdescribingthecomplexprocessofinteractionsbetweenlocalsocietyandoutside

civilizationincolonialcitiesofSoutheastAsia.

Lastbutnotleast,WewishtoexpressourgratitudetoProf.YoshihiroTsubouchiof

CenterforSoutheastAsianStudies,KyotoUniversity,representativeoftheabove一

mentionedprojectteamfor"AnIntegratedApproachtoGlobalAreaStudies,"itssecre-

tariat,andthosewhoparticipatedinourstudymeetingsbetweenFY1993andFY1994.
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